
別記７ 

 

地下貯蔵タンクの浮力計算例 

 
１ 浮上しない条件 

タンクが浮上しないためには、埋土及び基礎重量がタンクの受ける浮力より大でなければな

らない。 

 
 

－計算方法－ 

ａ タンクの受ける浮力（Ｆ） 

タンクの受ける浮力は、タンクが排除する水の重量から、タンク自重を減じたものである。 

Ｆ＝Vt×ｄ１－Wt 

 
 

ｂ 埋土重量の浮力に対する有効値（Ｗｓ） 

埋土重量の浮力に対する有効値とは、埋土の自重から埋土が排除する水の重量を減じたも

のである。 

 
 

 

 

 

 

 



 
 

ｃ 基礎重量の浮力に対する有効値（Ｗｃ） 

基礎重量の浮力に対する有効値とは、基礎重量より基礎が排除する水の重量を減じたもの

である。 

Ｗｃ＝Ｖｃ・ｄｃ－Ｖｃ・ｄ₁ ＝Ｖｃ（ｄｃ－ｄ₁ ） 

Ｗｃ：基礎重量の浮力に対する有効値 

Ｖｃ・ｄｃ：基礎の重量（Ｖｃ：基礎の体積、ｄｃ：コンクリートの比重（2.4）） 

Ｖｃ・ｄ₁ ：基礎が排除する水の重量（Ｖｃ：基礎の体積、ｄ：水の比重（１）） 

Ｖｃ＝Ｌ₁ ・Ｌ₂ ・ｈ₂ ＋0.7ｎ₁ ・Ｌ₂ ・ｈ₁ ・Ｔ 

Ｖｃ：基礎の体積 ｎ₁ ：基礎台の数 

Ｌ₁・Ｌ₂ ・ｈ₂ ・ｈ₁ ・Ｔは、１図及び２図による。 

２ バンドの所要断面積 

タンクを基礎に固定するためのバンドは、タンクが受ける浮力によって切断されないだけの

断面積を有しなければならない。 

 

 
 


